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画像データベースの作成から公開版
へ、新規「器物」版作成へ



124品川区戸越時代
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国立民族学博物館

敬三の博物館

日本実業史博物館
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大学共同利用機関としての特性
共同研究の促進 2008年

①大型の研究施設・設備の提供
②大規模な学術資料の収集・保存・提供
③共同研究を行うにふさわしい流動的な

教員組織

④展示と研究が一体となった研究活動

立川市の展示室
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成果報告展示
2009年3月2日-3月28日

日本実業史博物館からのメッセージ
-渋沢栄一と算盤・敬三と広告-
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列品台帳・図葉台帳・日本実業史博物館目録・

龍門社目録・文部省史料館目録
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カード目録
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所在簿
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日本実業史博物館資料の
年次的収集過程

品川区戸越時代
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購入品数の年次的推移
購入品の全体（数量）
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購入金額の年次的推移
購入品の全体（金額）
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旧阪谷邸での「実博」開館準備について
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「実博アーカイブズ」図面に巻き込まれた
白木屋作成の展示ケースの図面
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関連文献
• 『澁澤敬三著作集 全５巻』 網野善彦・渋沢雅英・二野瓶徳夫 編 (平凡社, 1992-1993年)

• 『澁澤敬三先生景仰録』（同編集委員会編、東洋大学、1965年）

• 渋沢史料館編『祭魚洞祭：渋沢敬三没後50年企画展』公益財団法人渋沢記念財団渋沢史料館、2013年。
NCID BB13917096。

• 渋沢雅英『父・渋沢敬三』（実業之日本社、1966年）

• 『澁澤敬三』（澁澤敬三伝記編纂刊行会（上・下）、1979-81年）

• 佐野眞一『旅する巨人 宮本常一と渋沢敬三』（文藝春秋、1996年／文春文庫、2009年）

• 佐野眞一『渋沢家三代』（文春新書、1998年）

• 拵嘉一郎『澁澤敬三先生と私－アチック・ミューゼアムの日々』（平凡社、2007年）

• 宮本常一『宮本常一著作集50 渋沢敬三』（田村善次郎編、未來社、2008年）

• 丸山泰明『渋沢敬三と今和次郎－博物館的想像力の近代』（青弓社、2013年）

• 由井常彦・武田晴人編『歴史の立会人－昭和史の中の渋沢敬三』（日本経済評論社、2015年）

• 加藤幸治『渋沢敬三とアチック・ミューゼアム』（勉誠出版、2020年）

• DVD『学問と情熱第34巻渋沢敬三常民へのまなざし』（紀伊國屋書店評伝シリーズ、2007年）藤原道夫
演出・佐野賢治監修、ナレーター中井貴恵（65分）

• 渋沢史料館・渋沢栄一記念財団情報資源センターは、渋沢栄一と実業史に関する情報資源を開発・提供。
栄一を近代経済社会の文脈におき、現代に繋がる事績の意義研究を支援。資料の提供を企図した渋沢敬
三の青淵翁記念日本実業史博物館構想の現代的な実現が使命とする。

各記事は、財団ホームページの情報を参照した。


